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地産地消のエネルギー

　「地産地消」と言えば、これまではもっ
ぱら「食」の問題として意識されてきた。
地域でつくった食べ物を地域で消費するこ
とによって、コミュニティの食文化を守り、
食料生産を維持し、あるいは６次産業化に
よって産業振興につなげようというのが、
その基本的な考え方である。
　しかし 2011 年３月 11 日の東日本大震災
以降、日本の「地産地消」の運動に、もう
ひとつ大きな柱が立てられ、その追求が各
地で試みられている。すなわち、電力を中
心とする「エネルギーの地産地消」である。
農水産物などの食料と同じように、電力を
地域で賄えれば、それは地域の自立に大き
く貢献するだろう。それだけでなく、それ
は必然的に小規模なものとなるから、環境
負荷の小さな再生可能資源の利用が可能と
なる。食の地産地消が食文化の維持に役立
つのであれば、エネルギーの地産地消は地
域と地球の自然環境の維持・資源保護に役
立つはずである。こうして、震災後の出版
界では地域コミュニティにおけるエネル
ギーの自立策に関する書物が続々刊行さ
れ１）、関連学会やメディアにおいて、地産
地消エネルギーのあり方が盛んに議論され
るようになった。
　そうはいっても、これは従来の日本のエ
ネルギー政策を 180 度転換させる戦略で
あって、まだまだこうした考え方が一般市
民のあいだで説得的であるとはいえないだ
ろう。豊かな水資源を生かした水力発電に
よって、一時は本土への送電さえ検討され
たという屋久島では、発・送電が分離され、
屋久島電工（株）が島内３つの発電所で発
電した電力を種子屋久農業協同組合などが
住民に配電するという自給自足の電力体制
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ができているが、これは例外中の例外で
あって、この屋久島以外のすべての地域で
は、北海道電力から沖縄電力までの 10 の
広域電力会社によって電気が供給されると
いう独占体制が維持されてきたのである。
　福島第一原子力発電所の事故は、結果的
に、この独占体制に対する風穴を開けるこ
とになる。2011 年に成立した「電気事業
者による再生可能エネルギー電気の調達に
関する特別措置法」により、2012 年夏か
ら電力会社に再生可能エネルギーで発電さ
れた電気を国が定める価格で全量買い取る
ことが義務化され、コミュニティにおける
独自の発電を成り立たせるための経済的・
制度的な基礎が固められた。あまりにも大
きく、あまりにも深刻な被害を地元と全世
界にもたらした原発事故であるが、その唯
一の活用可能な副産物が、この電力全量買
取制度である。
　これによって、いま全国各地で、それぞ
れの地域の実情に合わせたコミュニティ発
電所が計画され、徐々に稼働を始めている。
そしてそこでは、いくら小規模といっても
発電所建設にはまとまった資金調達が必要
であるから、そのための有効な方策として、
協同組合方式が注目されている。消費者が
少しずつ出資し合って自分たちの店舗をつ
くるのが消費生協であり、それと同様に、
利用者が少しずつ出資して発電のための原
資を獲得し、自分たちで運営する発電所を
建設しようというのがエネルギー協同組合
の運動である。食の地産地消と同じく、エ
ネルギーの地産地消においても、生協など
協同組合に寄せられる期待は大きい。

コミュニティ・エネルギー
としての小水力　

　こうしたコミュニティ発電所では、従来
型の原子力や化石燃料の利用に代わる、さ
まざまな再生可能エネルギー源が模索され
ている。たとえば、農業や林業に伴う廃棄
木材に恵まれた長野や山形などでは「木質
バイオマス発電」が、風の強い岩手では「風
力発電」が、そして大規模な建物を擁する
大阪など都市部では「太陽光発電」が、生
協やNPOや企業によって企画・検討され、
実用化が進んでいるのである２）。コミュニ
ティ発電には、これがベストだという唯一・
絶対の方法は存在しない。その地域が（潜
在的に）持っている資源とその地域が抱え
る自然的・社会的な条件を勘案して、コミュ
ニティを傷つけることなく、その力を最大
限に発揮できる発電法を見つけなければな
らない。" うどん県 " の香川において、製
造過程で生まれるうどんの切れ端などを利
用した「うどん発電」が目論まれているが３）、
地産地消の発電所にはこうした地域発の新
しい発想がもとめられる。
　したがって、電力の地産地消について一
般論で語るのは難しいが、それでもあえて
地域を越えて今後相当な普遍性を期待でき
る発電法のひとつとして、「小規模水力発
電」をあげることができるだろう。
　水力発電というと、われわれがまず思い
浮かべるのは、巨大なダムを建設し、その
水を利用して発電を行う大規模な発電所で
ある。そしてダムの建設は、地元の自然環
境とコミュニティに大きな負荷を与えるも
のであり、水力発電は必ずしも環境や社会
にやさしい発電ではないというのが、おそ
らく多くの人々に共通する了解事項ではな
いだろうか。しかしここでいう小規模水力
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写真２取水量等が厳密に定められている水利使用標識

写真１布野川の取水口

発電は、同じく水の力を用いているとはい
え、それとは大いに異なる発電である。
　小規模水力発電には、大きなダムは必要
ない。要するに高低差によって水の流れを
つくり、それで水車を回転させることで電
気を起こすのが水力発電であるから、ほん
の数キロワットから、せいぜいのところ地
域の 100 世帯ほどを対象とする発電４）で
は、巨大ダムではなく、その他の方法で水
流や段差をつくりあげれば十分なのであ
る。極端な話、高層住宅であれば、家庭の
排水でも低層階に設置した水車を回すこと
は可能であろう。実際にすでに日本で稼働
中の小規模水力発電施設のなかには、河川
ではなく、農業用水、公園池水、浄水場の
上下水道水、学校の実験用水などを使った
ものがある。あまり知られることがない
が、こうした多様な水資源の利用の歴史は
古く、日本における再生可能エネルギーの
供給のうち 41.6% は小水力発電によるもの
であり、風力や太陽光の数倍と他を圧倒し
ている５）。そしてこの小規模水力発電所の
代表的存在として、約 60 年の歴史を持つ、
農村・山間地域における農業協同組合によ
る取り組みがあげられるのである。

JA 三次の小水力発電所

　そうした農協の小水力発電所の例とし
て、広島県の JA三次がもつ２つの発電所、
天神発電所と河戸発電所を紹介しよう。こ
の２つの発電所は、JA三次（三次農業協
同組合）として周辺の農協と統合・合併す
る前の布野村農業協同組合が建設し、運営
していた発電所であり、現在は JA三次の
布野支店がその管理を行っている。広島
県北部に位置する三次市布野町（旧布野
村）は、島根県に隣接し、山々に囲まれた

細長い町であり、その中央部を布野川が流
れている。布野村農協は、この水資源と地
形を生かし、農山村電気導入促進法に基づ
き、農山村電力開発事業融資を受けて発電
所を建設、「現下の電力不足を補い、電源
の確保により農事電化の徹底を図り、新生
農村の建設を図らん」６）としたのである。　
天神発電所（写真１～５）は 1961 年に完
成。２か所の取水口から合計約２キロの導
水路を経て山肌を 47 メートル落ちた水流
がフランシス水車を回し、最大 130kWの
出力を得ている。建坪はおよそ 5.5 メート
ル× 8.6 メートルと、コンビニエンススト
アにも及ばない大きさの小さな発電所であ
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るが、毎日の点検により 50 年以上にわたっ
て運転を続けている。現在は農協を引退さ
れたのちに嘱託となった中原功友さんが、
稼働状態を確認しているのである。　一方、
1964 年に完成した河戸発電所（写真６～
７）は落差が少ない平野部に建設され、1.6
キロの水路を経て水路橋から高さ 13 メー
トルのタワー型水槽に水を落とす発電所
で、故障による入れ替えにより 10 年前か
らは自動制御の水中タービン型発電機２基
で 150kW の最大出力を
得ている。
　こうした２発電所の計
3基の発電機によって得
た電力を中国電力に売電
するのが JA三次の発電
事業であり、その収支を
見ると、2012 年度の天
神発電所の月平均発電量
が 93,511kW、河戸発電
所が 44,731kW であり、
水路の土地貸借料や労務
費、減価償却等を差引
いた収支は約 460 万円の
黒字となっている。2003
年からの収支状況を見て
みると、毎年黒字会計で

あり、このように小さな発電事業でも収支
が成り立っていることに驚かされる。

写真５フランシス型水車（奥）と発電機（手前）

写真４　発電機は 1960 年製

写真３農協をリタイアした後、嘱託職員として
　　　発電所を管理する中原さん
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　もちろん、こうした数字の陰では、老朽
化による水路の補修やその日常の管理が相
当な負担となっているという状況もある。
河戸発電所は自動制御の発電所であるが、
それでも水路に混入した落ち葉などゴミの
排除は常に行わなければならない。現状で
は益田和彦支店長自らが業務の傍ら河戸発
電所のチェックをされているという状況で
ある。発電機のメンテナンスだけでなく、
長いコンクリート水路の補修問題も、今後
は深刻化することが予想される。要するに、
このように長い歴史と実績を持つ再生可能
エネルギー事業に対しても、太陽光発電な

どの新規エネルギー事業に対するのと同じ
ような公的な補助制度がもとめられている
といえるだろうし、人的な面でも、たとえ
ばボランティア的な支援体制などを考える
必要が今後各地の小水力発電所において生
じてくるかもしれない。

写真７　タワー上部から水を落とす仕組みとなっている

山間にある三次農協天神発電所

写真６　自動制御運転の河戸発電所
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小水力発電の可能性

　JA 三次が展開する三次市においても、
小水力発電の実験が 2011 年から行われて
いる。これは総務省の「緑の分権改革」推
進事業によるもので、三次市ではまず作木
町において毎時 100W程度の発電が可能な
上掛け水車の実証実験を行った。そして、
こうした比較的大掛かりでコストがかか
り、設置場所も限定される装置を、コンパ
クト化して費用を低減するとともに移動可
能なものとすることを目的に、自転車の部
品をそのまま利用した小さな発電装置を約
50 万円のコストで製作し、同市三良坂町
の農水路で実験したのである（写真８）。

　この自転車部品活用発電機は発電量が最

大でも毎時約 2.5Wとごく小規模なもので
あるが、小規模水力発電についての単行書
がわれわれの想像以上に多数刊行されてい
る７）という事実は、こうしたいわば手作り
でのピコ水力発電の試みがすでに東日本大
震災以前から有志によって重ねられてきた
ことを示している。山間地に居を構えた人
たち、リタイアした人たち、あるいは高校
生たちによって、手作り水力発電装置・施
設が日本各地でつくられてきたのである。
震災後の脚光によって、その勢いが今後ま
すます加速されることは間違いないであろ
う。
　たしかに現状では、三次市の実験によっ
て明らかになったように、流量が一定とな
り、安定した電圧を確保できる水路の確保
が困難であるとか、発電機の最大出力が小
さすぎるとか、水利権等をめぐる問題が複

写真８　自転車部品を用いた発電装置の組立図
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雑であるとか、机上ではない現実において
はさまざまな困難があるというのが事実で
あるが、これまで化石燃料や原子力につぎ
込んできた費用と比べれば、小水力発電に
社会が投資してきた金額など微々たるもの
である。両者の開発費用の差は、天文学的
な数字となろう。つまりそれは、小水力発
電においてはまだまだ飛躍的な技術的進歩
が期待できるということである。その気に
なれば、一般家庭やコミュニティのあらゆ
る水場に新開発の小型発電セットが据えつ
けられるということだって、将来可能とな
るのかもしれない。　50 年以上前に作ら
れた発電施設が山の中で元気に動き続け、
自転車を解体した部品で発電実験が行われ
ていた三次をあとにして、そんなことを考
えた。取材にあたってご協力いただいた三
次農業協同組合布野支店の益田和彦さん、
総務部企画管理課の岡野邦昭さん、三次市
役所環境政策課の船岡忍さん、永岡弘美さ
ん、松本恵美さんに感謝申し上げます。　
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